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著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人

日本音響材料協会（AMA）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産業

規格を改正すべきとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本産業

規格である。これによって，JIS A 6301:2015 は改正され，この規格に置き換えられた。 

なお，令和 3 年 3 月 22 日までの間は，産業標準化法第 30 条第 1 項等の関係条項の規定に基づく JIS マ

ーク表示認証において，JIS A 6301:2015 を適用してもよい。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

 

 



 

 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

日本産業規格          JIS 
 A 6301：2020 
 

吸音材料 

Sound absorbing materials 

 
序文 

この規格は，1966 年に制定され，その後 8 回の改正を経て今日に至っている。前回の改正は 2015 年に

行われたが，その後，ロックウール吸音材，グラスウール吸音材，ロックウール化粧吸音板，吸音用木毛

セメント板及び吸音用あなあきスレートボードの引用規格について，国内事情を反映させて技術的内容が

変更されたため，それらに対応するために改正した。また，技術上重要な改正に関する旧規格との対照を

附属書 C に示す。 

なお，対応国際規格は現時点で制定されていない。 

 

1 適用範囲 

この規格は，建築物などにおいて吸音を目的として使用するロックウール吸音材，グラスウール吸音材，

吸音用軟質ウレタンフォーム，ロックウール化粧吸音板，吸音用インシュレーションファイバーボード，

吸音用木毛セメント板，吸音用あなあきせっこうボード，吸音用あなあきスレートボード，吸音用あなあ

きハードファイバーボード及び吸音用あなあきスラグせっこう板（以下，吸音材料という。）について規定

する。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS A 1321 建築物の内装材料及び工法の難燃性試験方法 

JIS A 1405-1 音響管による吸音率及びインピーダンスの測定－第 1 部：定在波比法 

JIS A 1405-2 音響管による吸音率及びインピーダンスの測定－第 2 部：伝達関数法 

JIS A 1408 建築用ボード類の曲げ及び衝撃試験方法 

JIS A 1409 残響室法吸音率の測定方法 

JIS A 1412-2 熱絶縁材の熱抵抗及び熱伝導率の測定方法－第 2 部：熱流計法（HFM 法） 

JIS A 5404 木質系セメント板 

JIS A 5430 繊維強化セメント板 

JIS A 5905 繊維板 

JIS A 6901 せっこうボード製品 

JIS A 9504 人造鉱物繊維保温材 

JIS B 7526 直角定規 

JIS K 6400-1 軟質発泡材料－物理特性の求め方－第 1 部：通則 


